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c o n t e n t s

発 行 に あ た っ て

立 命 館 大 学 で 学 ぶ 学 生 の 皆 さ ん が 、立 命 館 憲 章 に 謳 う「 確 か な 学 力 の 上 に 、豊 か

な 個 性 を 花 開 か せ 、正 義 と 倫 理 を も っ た 地 球 市 民 と し て 活 躍 で き る 」人 材 と し て

成 長 す る こ と を 視 点 に お い て 、立 命 館 大 学 で は 、学 習 者 中 心 の 教 育 の 実 践 に

努 め て い ま す 。

ここに「 ＋ R  R E P O R T 」とし て 、立 命 館 大 学 の 教 育 の 取 り組 み や 主 体 的 な 学 習 を 通

じ た 学 生 の 皆 さ ん の 活 躍 、財 務 状 況 の 概 要 に つ い て お 知 ら せ い た し ま す 。立 命 館

大 学 は 今 後 も 、学 生 の 皆 さ ん が 積 極 的 に 行 動 し 、自 ら の 力 に よっ て 、未 来 を 切 り 拓

き 、未 来 を 生 み 出 す 人 材 とし て 成 長 す る サ ポ ート を 全 力 で 続 け て ま い りま す 。

1  立 命 館 大 学 の 主 な 取り組 み 2 0 0 9 - 2 0 1 0

2  学 習 者 中 心 の 教 育

3  学 生 の 活 躍

4  キャン パス・アメ二 ティの 向 上

5  デ ータ

6  奨 学 金 制 度 の 充 実

7  キャリア支 援プログラム

8  立 命 館 学 園 2 0 0 9 年 度 の 財 務 状 況

立 命 館 大 学 の 主 な 取 り 組 み 2 0 0 9 - 2 0 1 0

■松竹との共同製作映画「京都太秦物語」が完成
松 竹と映 像 学 部 の 共 同 製 作 映 画「 京 都 太 秦 物 語 」が 2 年
の 歳 月を か け て 完 成 しまし た。「 京 都 太 秦 物 語 」は 第 6 0
回 ベ ルリン 国 際 映 画 祭 で 前 衛 的 な 映 画 や 若 手 映 画 作 家
の 作 品 を 中 心 に 上 映 さ れ る「 フォー ラ ム 部 門 」に 出 品。
日本で は 2 0 1 0 年 5 月より公 開。

■スポーツ健康科学部・同研究科 2010 年 4 月開設
自然 科 学と社 会 科 学 の 領 域 を 超えて、総 合 的 ・ 学 際 的 に
ス ポ ーツ・健 康 へアプロー チ するス ポ ーツ 健 康 科 学 部・
同 研 究 科 が 2 0 1 0 年 4 月に開 設しました。
初 年 度、2 2 9 名 の 学 部 学 生、2 6 名 の 大 学 院 生 が、最 新 設
備、そ し て 社 会 の 最 前 線 で 活 躍 す る ス タ ッ フ の も と、
オー ルラウンドな 学 び を 行っています。

■国際展開の高度化に向けた取り組み
海 外 の 大 学 ・ 研 究 機 関 と の 豊 富 な ネットワ ー ク を 活 か
し、目的 やレ ベ ル に 応じた 多 彩 な 留 学プ ログラム を 展 開
しています。文 部 科 学 省 の「国 際 化 拠 点 整 備 事 業（グロー
バ ル 3 0）」にも選 ば れています。

2009年度
実  績

海外派遣者数 …………………………… 約 1 ,400 名
受入留学生数 海外 69 ヵ国・地域 …… 約 1 ,200 名
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■「大学を変える、学生が変える」学生FDサミットを開催

「学 習 者 中 心 の 大 学 づくり」に 向 け、学 生と教員・ 職員が 共
に 大 学 の 授 業 や 教 育 に つ い て 考 える 場として、学 生FDサ
ミットを 2 0 0 9 年度よりスタートしています。
学生が主体的に学べる双方向型の授業を展開し、教育の質
の向上につなげています。

■「留学しよう！ 何かが変わる」留学支援の取り組み

学 生 が 海 外で 学 ぶ 具 体 的 な イメージ をもてるよう、
「留学相談会」や「留学フェア」などの支援企画を学内

で定期開催しています。
また、国際教育センターには、留学プログラムに参加
経験のある学生が「留学アドバイザー」として常駐し
ています。短期から長期、学位取得など様々なコース
を丁寧に説明・アドバイスしています。

■立命館小学校にて教育実習を実施

産業社会学部子ども社会専攻では、小学校教員養成
課程を設置しています。2 0 0 9 年度には、この課程で
学 ぶ 学 生 が 立 命 館 小 学 校 にて初 の 教 育 実 習 を 行 い
ました。
教育実習では、学生が教育実践に必要な知識・技能
を 体 験 的 に理 解・習 得し、児 童・学 校 につ いての 理
解 を 深 めています。

■初年次教育・リメディアル教育・学習サポートの強化

各 学 部で は、学 生 の 実 態 を 踏まえた 基 礎 学 力 を 測 定 するプレイスメント・ テスト、リメディアル
教育を実施しています。

●『法学部 学びマップ』
学 生 生 活 の目標と行 動 計 画 を 学 生 が 記 入し、年 度ごとに達 成 度
を自己評 価 するもので す。学 生との 対 話 を 通じて学 習 の サ ポ ー
トを行っています。

● 物理駆け込み寺・数学学修相談会
理工系科目について、学生の質問に対し、個別指導・アドバイス
を行っています。

● 基礎学力懇談会の実施
初年次教育の重要性を鑑み、基礎学力の現状と課題の共有を図
る教員の実践報告の場を設け、効果的な施策につなげています。

学 習 者 中 心 の 教 育

学 生 の 活 躍

■地域・社会をフィールドに学ぶ学生たち

京都・滋賀にキャンパスがある本学ならではのネットワークを活かして、学生たちは大学の枠を
超えた 学 び を 行っています。地 域 へ 貢 献しな がら体 験 的 に学 ぶことで、地 域 の 一員としての自覚
と問題解決能力を身につけています。

● 成人式は親への感謝を和菓子に込めて。
政策科学部生が老舗和菓子店と新商品を開発

● 滋賀の魅力を伝えたい。
　経営学部生が滋賀県の特産品を調査
滋 賀 県 商 工 会 議 所 が 毎 年 発 行 す る「 滋 賀
NAVI」。滋賀県の特産品をより見やすく面白い
も の に しようと 学 生 が 制 作 に 関 わりまし た。
県 内 外 の 人 に、滋 賀 県 の 魅 力 を 知ってもらい
た いと、メン バ ー は 県 内 各 地 の 特 産 品 を 探し
求 め て 1 年 も の 間、取 材 や 試 食 を 実 施。ま た、
甲 南 パ ー キング エリアで「 立 命 館 大 学 生 お す
すめ物産展」も開催しました。

● 7 月 10 日は「納豆の日」。
産業社会学部地域振興活動（京北プロジェクト）

■ナノサイズ琵琶湖実験水槽（ナノびわ）が完成!　

琵琶湖を 10 億分の 1 サイズで再現した「ナノサイズ
琵琶湖実験水槽（ナノびわ）」がBKCに完成しました。

「ナノび わ」は、BKCにとって身近 な 琵 琶 湖 を テ ー マ
に して、微 細 気 泡 による 水 質 の 維 持 管 理とそ れ に
要 するエ ネ ル ギ ー を 太 陽 光 から得るシ ス テ ム 構 築
を めざしています。
ロボット工 学 や 生 物 工 学 など、異 なる領 域 の 研 究 者
や学生が連携して環境問題などを研究しています。

■「起業家精神に満ちた人材」の輩出  アントレプレナー教育　

関 西 の 学 生 による新 事 業 提 案コン テスト「キャン パ
ス ベン チャーグランプリ（CVG）大 阪（主 催： キャン
パスベンチャーグランプリ大阪実行委員会）」におい
て、経営学部学生チームがビジネス大賞に選ばれま
した。また、そ の 他 の 部 門 でも、本 学 の 学 生 が 多 数
受賞しました。
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合計  1 ,528 ,002 円 （学生ひとりあたりの平均）

979 ,039 円
（64 .1％）

105 ,170 円
（6 .9％）

443 ,793 円
（29 .0％）

※ 2 0 0 9 年度決算より

西園寺記念会館：セミナーハウス整備

インテグレーションコア新築

ラルカディア新築

女子陸上競技部合宿所（爽風館）新築

プリズムハウス：マルチメディアルーム整備

明学館：言語コミュニケーションルーム改修

アカデメイア立命 2 1：教員研究室整備

イーストウイング：6 F卒業研究室改修

BKCセル：実験室設置整備

BKCメディアセンター：
ライフサイエンスアカデミックラウンジ設置

志学館：保健センター緊急出入口廻り改修

※ 2010 年度は新体育館建設、啓明館・清心館耐震補強工事、
　至徳館・研心館トイレバリアフリー改修を予定

■ 学 生 ひとりあたりの 教 育 経 費

デ ー タ

■ 教 育 環 境 の 指 標 ■ 2 0 0 9 年 度  主 な 施 設 設 備 の 整 備

教育にかかる基礎的な経費は、
教職員人件費、授業やプログラムにか
かる消耗品や印刷費、メディア・図書館
関係の経費等です。

教育支援にかかる経費は、
就職支援や課外活動支援経費、地域・
社会連携にかかる経費、広報費等です。

教育条件の整備にかかる経費は、
水光熱費や清掃・保安等のキャンパス
管理、施設設備の改修・整備にかかる
経費等です。

■新フードコートがユニオンスクエアにオープン

食堂の混雑改善と「学生の学びと成長」を食事面からも支援するこ
とを 目 的 に 新 フ ードコ ートが B K C ユ ニ オン スクエ ア 2 階 に 完 成。
メニュー づくりや デ ザ イン に つ い て は、学 生 スタッフも参 加しま
した。新たに600 席が増設され、ゆったりとした配置にしています。

 

■特色あるメニュー
200 円台からの朝食、和洋中の日替わり定食、焼きたてパン、
アスリート食、ハラル・エスニック食など

■ライフサイエンス・アカデミックラウンジを開設

2 0 0 8 年 度 に開 設した 生 命 科 学 部・ 薬 学 部で は、ライフ
サ イ エン ス 領 域 の 教 育 ・ 研 究 を 行って います。ライフ
サイエンス・アカデミックラウンジには、約 9 0 0 冊の専
門書籍を取り揃えています。

■キャンパス整備・学生スタッフが提案! BKCに新たな「憩いのスペース」が完成

学生にとってより快適なキャンパスライフの実現にむけ
た 取り組 み を 進 め て い ま す。BKCの キャン パ ス 整 備 に
は、毎年学生スタッフが参加。2 0 0 9 年度はBKCに「憩い
のスペース」が完成しました。これは、4 回生の学生 4 名
が 卒 業 を 記 念 し て、「 緑 」「 憩 」を テ ー マ に 、心 安 らぐ
コミュニケーションの場を後輩たちへ残したいという思
いから実現しました。

■衣笠セミナーハウスがリニューアルオープン

学 生 が自主 的 集 団 的 な 学 習、研 究 や 学 術・ 文 化 活 動 を
深めることができる教育研究施設としてセミナーハウス
を両キャンパスに設置しています。
学生の活動範囲の拡大と利便性を考慮し、衣笠セミナー
ハウスは西園寺記念館へ移転しました。会議室は 538 名、
宿泊室は 1 9 8 名が同時に利用することができます。

キ ャ ン パ ス ・ ア メ 二 テ ィ の 向 上
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自己との対話「キャリア形成論Ⅰ」

学びと仕事「キャリア形成論Ⅱ」

就労と科学「インターンシップ入門」

ビジネス社会と科学「キャリア形成論Ⅲ」

他者
（人間、組織、社会等）を

認識する

専攻学問の
再検証
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学 部 学 生 へ の 奨 学 金 制 度

1  多面的な能力の育成・奨励
 西園寺育英奨学金、
 課外自主活動奨励金など
2  留学・国際交流支援

 DUDP派遣奨学金、
 UBC-JP奨学金など
3  経済的に修学困難な学生支援

 修学奨励奨学金、
 緊急入学時給付奨学金など

大 学 院 生 へ の 奨 学 金 制 度

1  大学院特別奨励奨学金、
 特別育英奨学金など
2   【2009 年度新設】

 内部進学者への奨学金制度

■ 経 済 的 困 難 を 抱える学 生 を 支 援 する奨 学 金 の 拡 充
　（ 2 0 1 1 年度も継続します）

立命館大学では学生の学びと成長を支える奨学金制度を用意しています。その中で、
経済的困難を抱える学生を支援する奨学金では、昨今の深刻かつ急激な経済環境の
悪化を受けて、2009 年度より奨学金を支給する人数を大幅に拡充しています。

支給人数：通常 7 8 0 名→ 1 ,4 8 5 名（2 0 0 9 年度〜）
【在学生】「立命館大学修学奨励奨学金」を約 500 名分拡充（750 名→ 1 ,250 名）
【新入生】「立命館大学緊急入学時給付奨学金」を約 180 名分拡充（20 名→ 200 名）　

　　　　  「立 命 館 大 学 学 内 推 薦 入 学 者 奨 学 金」を約 2 5 名 分 拡 充（1 0 名 → 3 5 名）

立命館大学  学生オフィス
衣笠  研心館 2 階

 TEL：075 -465 -8168

BKC  セントラルアーク1 階
 TEL：077 -561 -2854

※土・日・祝日を除く  10：00 〜 17：00

奨学金ホームページ：
http://www.ritsumei.jp/scholarship/index_j.html

（緊急拡充措置含む）

2009 年度以降は、3 億円の
経済支援奨学金を

緊急拡充措置

03 年度

04 年度〜

08 年度

09 年度〜

180 名

530 名

750 名

1 ,485 名

奨学金についてのお問い合わせ経済支援制度の拡充

＜ 給 付 型 の 奨 学 金 予 算 額 の 推 移 ＞

＜ キャリア 教 育 の 概 念 ＞

希望する進路の実現には、学生生活の充実が何よりも重要です。
本学では、「学生一人ひとりの希望する進路・就職の達成」を目指して、学生
が 将 来 の目的 をもって学 生 生 活 を 設 計できるように、1 回 生 からの キャリア
教育を実施しています。

奨 学 金 制 度 の 充 実

キ ャリ ア 支 援 プ ロ グ ラ ム

■ 未 来 を 切り拓くカギ は 学 生 生 活 の 充 実
スチューデンツ・ネットワーク－卒業生、学生相互による 
徹底したグループワーク－

3回生の各ゼミから選出されるPL（プレイスメント・リーダー）、
4回生で進路を決定したJA（ジュニア・アドバイザー）、登録者
が2,600名を超える若手のOB・OGで学生の就職活動の強力な
サポーターとなるCA（キャリア・アドバイザー）、この相互の
ネットワークが本学の就職支援の最も大きな柱です。

＜立命館大学独自のネットワークを活かした就職支援＞
　●  PL ：就職準備合宿や勉強会などの自主企画を実施
　●  J A  ：個別相談・面談などの実施
　●  CA ：懇談会の実施、就職合宿の参加など

主な就職支援プログラム

■就職合宿
■CA懇談会 〜様々な業界・企業のOB・OGと懇談〜
■就活ABC 〜就職活動に必要な基本スキルを伝授〜
　自己分析からエントリーシート作成、面接対策まで就職活動に
　必要なスキルを徹底したグループワークを通して身につけます。
■文系対象企業セミナー
　「しごと研究会・キャリアフォーラム」

■理系対象企業研究会「企業の技術ビジョンを知る」
■女子学生に特化した就職支援
　●  OGキャリアレポートの発刊
　●  女子学生のためのキャリアデザインガイダンスなど

実践的な就職支援

■学内合同企業説明会
　実施回数 24 回・来校社数 166 社・参加学生数 500 名以上
■官学協力型学内説明会
　岐阜県・愛知県・京都府の公的機関と協同し開催
■予約型学内企業説明会
　来校社数：33 社・参加学生数 520 名
■予約型オンキャンパスリクルーティング
　来校社数：55 社・参加学生数 700 名以上
■企業の歩き方
　5 〜 6月に複数回実施。
　エントリーできる企業の探し方をサポート。
■今日からはじめよう就職活動
　6 〜 12月に複数回実施。これからの就職活動を始めるに当
　たっての活動方法などを細やかにサポート。
■模擬面接の実施
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■ 消費収支差額
消 費 収 支 計 算 書 は 学 校 法 人 の 経 営 の 状 態 を 表 しま す。学 園 の

2 0 0 9 年度決算では 1 億円の収入超過でした。立命館では消費収入

（帰属収入ー基本金組入額）と消費支出が均衡となるように財政運

営をおこなっています。

■ 基本金組入額
2009 年度は、施設整備や奨学基金への積立などを行い、99 億円を

基本金に組み入れています。帰属収入に対する比率は 13％です。

■ 自己資金
貸借対照表は学校法人の財政状況を表します。2 0 0 9 年度末では、

自己 資 金（ 基 本 金 ＋ 累 積 消 費 収 支 差 額 ）が 2 ,8 6 3 億 円、他 人 資 金
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学園財政の詳細は、計算書類http://www.ritsumei.jp/public-info/

publ ic0 2 _j .html、事業報告書http://www.r itsumei . jp/prof i le/

a0 8 _j.htmlをご覧ください。

■ 2 0 0 9 年 度 末  総 資 産・総 資 金 に 対 する構 成 比 率

2 0 1 0 年 度 予 算  ※ 当 初 予 算

立 命 館 学 園 2 0 0 9 年 度 の 財 務 状 況
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